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将来のデジタル社会を支えるネットワークの変革─ネットワーク基盤編─

デジタルトランスフォーメーショ
ンに必要なネットワーク技術

IoT（Internet of Things）の進展に
より，あらゆるモノがネットワークに
つながり，大量のデジタルデータ（ビッ
グデータ）の効率的な収集 ・ 蓄積が可
能となっただけでなく，AI（人工知能）
を用いて，業務効率や生産性の向上に
資する高度な分析 ・ 予測も可能となっ
てきています．その一方で，我が国は，
少子高齢化や労働力人口の減少といっ
た社会的課題を抱えており，さらに，

甚大な被害を及ぼす自然災害にも常に
備えておかなければならなくなってい
ます．そのため，さまざまな産業の垣
根を越えたデータ流通によって社会的
課題を解決し，社会に変革をもたらす

「デジタルトランスフォーメーション
（DX）」への期待が高まっています．

社会基盤としてのネットワークも， 
社会システムを運営するサービス事業
者の多様な要望に対して，有限のICT
リソースを最適な構成で迅速かつ安定
的に提供することが求められていま
す．このようなニーズにこたえ，DX

を実現するオーバーレイソリューショ
ン が「Cognitive Foundation®」(１)で す

（図）．これは，クラウドからエッジコ
ンピュータ，ネットワークを仮想化さ
れたICTリソース群として扱い，マル
チオーケストレーション機能をハブと
してレイヤの異なる複数のリソースを
最適統合して一元管理し運用する技術
です．

なお，さまざまな産業でAIやデー
タ活用によりDXが進む中，ネット
ワークにも，従来の音声通話，インター
ネット接続，映像配信サービスに加え，

デジタルトランスフォーメーション Cognitive FoundationⓇ ネットワーク技術

図　Cognitive FoundationⓇの概要
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将来のデジタル社会を支えるネットワーク
技術開発の取り組み
社会がデジタル化していく動きに合わせて，デジタル社会を支えるネット

ワークも進化していく必要があります．そのため，NTTではデジタル社会に
おけるさまざまな課題を解決するネットワーク基盤「Cognitive Foundation®」
の実現に向けた研究開発に取り組んでいます．本稿では，将来のデジタル
社会を支えるネットワーク技術の研究開発方針である，①競争力のあるネッ
トワーク基盤技術の研究開発，②グループデジタルトランスフォーメーショ
ン（DX）を支えるネットワーク運用の高度化・スマート化，③地球環境保
護＆エネルギー利活用，に基づいた具体的な研究開発成果を紹介します．
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Smart City，MaaS（Mobility as a 
Service），FinTechなどの新たなデジ
タルサービスをサポートする必要性が
高まっています．DXを支える新たな
ネットワーク基盤の検討を進めるにあ
たって，研究所間にまたがる新たな所
間連携の特別検討体制を立ち上げまし
た．本体制を基にして，市場を立ち上
げることを目的にユースケースを題材
にしつつ技術検討を進めています．

以下では，将来のデジタル社会を支
えるCognitive Foundationの開発方針
である，①競争力のあるネットワーク
基盤技術の研究開発，②グループDX
を支えるネットワーク運用の高度化 ・
スマート化，③地球環境保護&エネル
ギー利活用について，その方向性と具
体的な研究開発成果を紹介します．

３つの研究開発の方向性

■競争力のあるネットワーク基盤
技術の研究開発
１ 番目の研究開発の方向性は，高

速 ・ 大容量化，接続性の高度化，低コ
スト化など，さまざまなネットワーク
基盤技術の確立に向けた取り組みで
す．多様な観点からネットワークの利

用価値を向上させていくことで，サー
ビス事業者やサービス利用者にとって
魅力あるネットワークの継続的な提供
に貢献していきます．具体的には，光
アクセス装置の一部をソフトウェア化す
ることで次世代通信規格「5G」などさ
まざまな用途に入れ替えられる技術で
あるFASAⓇ（Flexible Access Sys tem 
Architecture）や，特に都市部のような
衛星信号の受信環境が芳しくない場合
であっても位置計測精度を大幅に向上
でき，また多彩な応用サービスへの展開
も考えられるGNSS（Global Navigation 
Satellite Sys tems）測位技術などに取り
組んでいます．
■グループDXを支えるネットワー
ク運用の高度化 ・スマート化
２ 番目の研究開発の方向性は，サー

ビスの多様化に対して極力人手をかけ
ずに迅速に対応していくためのネット
ワークの自動運用や社会インフラの保
全への展開も視野に入れた，NTTグ
ループのDXを支えるネットワーク運
用の高度化 ・ スマート化技術の確立に
向けた取り組みです．AI技術の活用
による運用の高度化や稼動効率化な
ど，さまざまなネットワーク運用技術

を実現していくことで，各産業におけ
る多様なサービス需要に迅速にこたえ
るネットワーク提供に貢献していきま
す．具体的には，さまざまな事業者や
産業の垣根を越えてサービスやICT ・
ネットワークリソースを連携させる技
術や，光伝送網における故障発生時の
迅速な設備復旧を実現するための故障
検知 ・ 分析 ・ 復旧技術などに取り組ん
でいます．
■地球環境保護＆エネルギー� �
利活用
３ 番 目 の 研 究 開 発 の 方 向 性 は，

SDGs（Sustainable Development 
Goals）が描く持続可能な社会の実現
のため，脱炭素化をはじめとする地球
環境に配慮したレジリエントなネット
ワークインフラの整備技術の確立をめ
ざします．クラウドネイティブなネッ
トワークにおける抜本的な省エネル
ギー化および給電ネットワークの仮想
化を軸に自律的なエネルギー制御を実
現していくことで，社会の脱炭素化お
よび新たなエネルギー流通ビジネスに
貢献していきます．具体的には，まず
は機械室内装置配置の最適設計などに
よる抜本的な省エネ化の実現に取り組
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将来のデジタル社会を支えるネットワークの変革─ネットワーク基盤編─

んでいます．
これらの研究開発の方向性にかかわ

る具体的な取り組み技術を表に示しま
す．本特集ではそれら各技術について

の取り組み詳細を ２ 号にわたり紹介
します．

■参考文献
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表　 3 つの研究開発の方向性と具体的な取り組み技術

3 つの研究開発の方向性 具体的な取り組み技術

競争力のあるネットワー
ク基盤技術の研究開発
（ 4月号掲載）

新アクセスシステムアーキテクチャ：FASA®

GNSSとネットワークの連携による高付加価値位置情報サービス
高臨場VRサービスを実現するキャリアエッジコンピューティ
ング基盤技術
幅広い要件に迅速にこたえるネットワークスライシング技術
双方向通信型アプリケーションの体感を向上させる最大ネット
ワーク遅延保証技術
ネットワークリソースの最適設計 ･制御技術
体感品質を制御する映像配信技術
映像転送を支えるデータストリームアシスト技術
AIを用いたデバイスごとのポリシー制御技術
パスワードレスでの利用資格の共有 ･委譲技術
モノづくりを革新する光ファイバ ･光デバイス技術
無線LAN電波を活用した鳥獣検知システム

グループDXを支えるネッ
トワーク運用の高度化 ･
スマート化
（ 5月号掲載）

ICT/ネットワークリソース ･サービス連携技術
ルール学習型障害箇所推定技術
ディープラーニングに基づく異常検知技術 ‒ DeAnoS: Deep 
Anomaly Surveillance ‒
復旧コマンド列自動生成技術

光伝送網における故障個所特定技術

業務ナビゲーション技術
地球環境保護＆エネルギー
利活用（ 5月号掲載） 通信機械室の環境最適化技術

（左から） 辻  ゆかり/ 立元  慎也/
 小林  正樹

　将来のデジタル社会を支えるネットワー
ク技術の実現に向けて，NTTネットワーク
基盤技術研究所，NTTネットワークサービ
スシステム研究所，NTTアクセスサービス
システム研究所は研究開発を進めていき
ます．

◆問い合わせ先
NTT情報ネットワーク総合研究所
TEL 0422-59-2033
FAX 0422-59-5600
E-mail　injousen-pb hco.ntt.co.jp


